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おや? フロアコンセントが
ぐらぐらしている…!!

十和田事業所  沢目 勝弘

ある日の午前9時のこと、Ａ社の低圧絶縁監視装置から漏電が発生した事を示す「警戒連続」

の警報を受信しました。ただちにA社へ連絡し、漏電発生の原因調査に向かうことを伝えました。

早速事故出動し、9時30分にはA社に到着したのですが、途中で回復の信号が入り既に警報は

止まっていました。屋上のキュービクルの低圧絶縁監視装置を確認すると電灯回路の警報表示が

点灯しており、原因は電灯回路にあることが分かりました。連絡責任者さまに何か変わったこと

はなかったか伺いましたが「特に何もなかった」とのこと。警報が止まってしまい異常箇所は見

つからず、その日はしばらく様子を見ることにしました。

翌日9時のこと、またＡ社の低圧絶縁監視装置から警報を受信したのでA社に連絡を入れ出動

しました。今回も警報が止ってしまうことを想定し、漏電探査器（漏電の発生を記録できる装置）

を持って行くことにしました。案の定、Ａ社に到着する前に回復の信号が入り警報は止まってい

ました。キュービクルの低圧絶縁監視装置を確認すると電灯回路に警報表示が点灯していました。

連絡責任者さまに、毎日9時頃に使用している電気機器が無いかを尋ねると、9時頃は朝礼や打

合せが多く、1階作業場の機器は使うことが少ないとのことでした。このことから、毎日9時頃使

用している2階の事務室に原因があるのではないかと考え、漏電探査器を2階事務室電灯盤に取付

けることにしました。

翌々日9時に、また警報を受信したので連絡を入れＡ社を訪ねました。移動中に回復の信号が

入りましたが、昨日取付けた漏電探査器を確認すると「2階事務室コンセント」の回路に異常の

表示がありました。そこで、事務室にある20個のコンセントを、コンセント自体が壊れていない

か、差し込まれた機器は大丈夫か、一つひとつ丁寧に調査しました。

「おや?」机の下に、固定ネジが外れグラグラしているフロアコンセントを発見。取外してみる

とコンセント内部の電線が傷ついており、足がぶつかると金属ケースに触れていました。その部

分を修理し、コンセントをしっかりと固定し直しました。

原因は、このコンセントとほぼ特定することはできましたが、念のため漏電探査器は取付けてお

き、数日間経過を観察したところ、何事もなかったことから原因はこのフロアコンセントと断定

しました。職員の方に伺ったところ、足を延ばすと丁度コンセントにぶつかり「カチャカチャ」

音がして少し気になっていたとのこと。毎日9時頃の会議で机を使用したとき、フロアコンセン

トに足がぶつかり、少しずつ電線がすれて傷がつき絶縁が悪くなっていったようです。

電気を点検している私たちよりも、毎日お使いになって

いる職場の皆さんが「いつもと違う」ことに良く気が付く

ことと思います。ほんの些細なことでも良いので、「いつ

もと違う」電気のことを私たちに教えてください。それが、

異常個所の早期発見につながります。

私どもは、この経験を今後に活かし、これからも電気事

故の未然防止に努めていきたいと思います。
フロアコンセント


